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づいているという印象を受けました。この傾向はヲ

円保光放射光の利用によりさらに促進されそうで

す。

一方，標的分子の範囲もかなり広がりつつある

ようです。環境問題と関連しているのか 80 ， 82 

のような分子種が顔を出していたのが印象に残っ

ています。また配位化合物，有機ケイ素化合物も

取りあげられ対象とする分子の範聞がどんどん広

くなっているようです。なおクラスターのセッショ

ンは，他との重なりもありほとんど間けませんで

した。しかし C偽 C初を対象とした光イオン化部

分断面積の測定，光電子角分布の異方性の測定な

どおもしろそうなのがたくさんあったようです。

またこれは原子に関するものですが，放射光とパ

ルスレーザー(含む自由電子レーザー)を同期さ

せて光イオン化および過渡現象の研究に用いたの
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がありました。過渡現象という観点からみると，

これ拡ストロボスコープ法の一種と思うのですが，

化学分野において高励起状態の関与する高速現象

の研究に威力を発揮するかも知れませんO

これからもこの分野は，たぶん精密化の方向に

いっそう進むのでしょう。そして位相因子も含め

た波動関数そのものについての議論をすることが

できるようになるかもしれませんO それと同時に

分子自身もより多様になることと思いますし，そ

うなるべきでしょう。その意味で温度効果，圧力

効果の実験がもっと多くなってもよいと思います。

また広いエネルギー範囲の現象を大ざっぱでもい

いからなるべく統一的に眺めるといった立場も，

より精密化に向かう流れの中では重要なことと思

います。このようなニつの観点の共存の中から新

しい発展が芽生えるのでしょう。

鎌田 雅夫(分子科学研究所UVSOR)

今回の VUV-11 における非磁性臨体分光関係

の特徴は， 1) 前回パりで行われた VUV姐10 の

時の Cωや以前の酸化物超伝導体のようなトピッ

クス的な物質一色に染まることがなく，幅広い物

質系について， 8R 利用の成果が報告された， 2) 

また，個々の報告されたデータの分解能，減定精

度，などが向上し，見ていても気持ちの良いデー

タが多くなった， 3) 内殻励起の蛍光法がようや

く比較に耐えるデータを供給し始めた事によって，

光電子分光一色であった内殻分光が，轄射，非車高

射の両面から行なわれるようになってきた，こと

などが上げられる。

たとえば，フラーレン関係は， Fullerence and 

Low心 Materials のセッションに納められ，

Weaver (Minesota , U8A) のレビューがあり，

Cω とその関連物質についての 8R 利用のデータ

による電子構造の解明の現状報告や lbrahim

(Beijing , China) の GaAs 上の C60F必分子の電荷

移動などの発表などがあった一方で， Organic 

Materials のセッションも同様の賑わいをみせた。

たとえば， Fischer (NI8T , U8A) は金属表面上

のポリマーや機能性分子の化学結合について，

NEXAF8 による研究成果を報告し，上野(千葉

大)は角度分解光電子分光装置を用いて測定した
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そ おヲシンチレータと

ほぼ同時期に沼ーロッ

されたためにヲこの分

れたがヲ各麓新材料や

タ

いての分光測定(たとえばヲ北浦(福井

ライド， Kirm (Lund , Sweden) 

のアルカリ土類酸化物)が数多く報告された。今

後ヲ益々多くの物質系への拡がりと典型物質での

発光機構の解明が遂行し， VUV 励起による圏体

していくと思われる。

への蛍光測定については， xωray 

emlSSlOn として長年の歴史を有しているがヲ多
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されるようになってきたことや，

アメザカ拡加えで参 ドイツヲ日本が

今回の会議の特徴の一つに
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の結合状態の研究やプ口セ
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しん O

らしいだ

らカメラ って9

ト jレを測定

ブォーマンスの麗でもヲ

さわしいものであった。また9

光スペク

とラマン散乱による二次光学

がらスペクトルの解釈を行った。

ち上げる

(物性研)は9

Ma (Brookhaven , USA) はヲヤングの実験を引

しながら参コとーレンス性の問題を念頭に置き

非弾性散乱スペクトノレの説明を行いヲ

としての散乱過程と電子状態決定のための

X続分光の将来的融合を提唱した。また， Perera 

(ALS , USA) はヲ Ca 化合物における発光スペク

ト/レを紹介し非弾性散乱の現れ方につし

タを報告した。ポスターでも， Rubensson 

(IFF-IEE , Germany) の BaF2，の N 発光?

市Jl I (大阪府大)の銅化合物の L 発光ヲ柳原
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(東北大)の BN の五発光などの興味深い報告が

あった。

最後に，この報告では，分担上，非磁性体でし

かも毘体の分光(なるべく非光電子分光)といっ

た分類で会議の特徴を述べたが，物震系も手法も

11 

表記の国際学会が立教大学を会場として開催さ

れ， 500 件以上の報告がなされた。このうち， 1 

/3 程度の報告が光電子分光法を測定手段として

使用していたが，原子@分子，表面科学， MCD 

やスピン分解などの分野を除いた題体の光電子分

光に限ると，オーラ lレ，ポスターセッションあわ

せて 50 件程度であった。

毘体のバルクの電子状態を調べるのに光電子分

光を使用した研究をプログラムの項目分けに従っ

て大まかに分けると，遷移金属酸化物やアクチナ

イド化合物を含む強相関物質系，高温超伝導体の

バンド構造をさぐるための角度分解光電子分光，

その他などであるO

このうち，ペロブスカイト控結品構造を持つ遷

移金属酸化物 RT03 (R :希土類， T: 濯移金属)，

セリウム化合物とアクチナイド化合物などの強相

関物質についての研究発表がかなりの数をしめて

いた。いずれの物質系の研究においても，各種の

実験パラメータに対する光電子スペクトルの形状

依存性を測定するなど電子相関の起因を調べるた

めにヲ工夫していた。たとえば遷移金属酸化物の

場合，バンド幅と寵子数をパラメータに取りフェ

ノレミ準位近傍のスペクト lレ形状を精密に測定した
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複合化してきているので，ここでは取り上げるこ

との出来なかった興味深い内容が，その他多く発

表されたのでヲプロシーヂィングを参照すること

をお薦めしたい。

〈大阪府立大学工学部)
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り， ëまた， RT03 の R を価数の異なる他の R と

し ドープ量や温度を測定パラメータにしヲ

ブェルミ準位近傍のスペクトル形状を精密に測定

したりして，理論的に予測される形状と比較し検

していた。これらの物質系ではおおむねスベク

トル形状は不純物 Anderson モヂノレで説明がつく

ということであった。

また，アクチナイド化合物では 51電子が濯移

金属の 3d や 4d電子などと比べて局在しているか，

していないかが問題になる O このために，バンド

計算や不純物 Anderson モヂルによる計算とスペ

クトル形状を比較している報告が多かった。いず

れの場合も，理論的に予想される構造を見るため

には，そうとうの高分解能(ムE---l0meV) のス

ベクトルが要求されるが，発表された研究ではほ

ぼこの分解能を達成していた。結論としてはアク

チナイド化合物では多くの物質で， 51電子関の

クーロン相互作用日fが実験的に求められないな

ど，不純物 Anderson モデルでは説明がつかない

物質が多いということだったO

高温超伝導体の電子状態の研究では，電子相関

とともにフェルミ準位ごく近傍のバンド構造が問

題となる O そこで，高分解能の角度分解光電子ア


